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第 2回液体金属国際会議で (1972年 9月,於東京 )での発表｡
高 圧 下 の 融 解 現 象
一 斥力ポテンシャルの "やわらかさ"と融解曲線 I-iL
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私達が上述の modelを採用したのは,醇体も固体も同一 modelで取 り扱 うので,液
体 と固体の関連が議論できるからであった｡実際,その理論で融解曲線を大筋において
決めているのはOrdering 飢ergy◎ の体積依存性であるが,その◎は蔽体 と固体の両
相の関連で定義されるものである｡
一方,その理論の欠点の一つは鞍体にも格子 を導入 している点であ り,もう一つは,
自由体積の取 り扱いを簡単化 したために,振動的な原子の運動をあからさまには無視 し
たことである｡ したがって,ここでは液体 をconlinuummdelで取 り扱い,固体での






の型を考える｡ a≧ 0,b> 3,2-0,2,4,･･で,¢が単調かつ convex なも
のだけとるo ⊂対ポテンシャル e¢(r/ ro)において,以下長さの単位をro,エネル
ギーの単位をEにとる｡温度 t-kT/8.〕 a-0,2-0のとき¢ノは逆べキポテン
シャルで, bを小さくすればポテンシャルはやわらかくなるが,前理論の or血ring






対 し, aを小さくしてポテンシャルをやわらかくすれば,Kは◎ と同様に極大 ･極




































1･0 2.0 t3.0 4.0 5.0
等温圧縮のときのLindemannfractionのふる








液体の凝固を剛体球の packingの問題 とみたとき,その目安はpackingfraclion と
呼ばれるワニ打d米5/ (6V)なる量で与えられるo Com卯 erSimulationや よれげ剛体

























1･0 2.0 3.0 斗.0 5.0
等温圧縮のときの packingfractionのふるま












a= 2.1 0.05 ･0.1886 0.44~0~ ■0.0999
b= 6.0 1.63-2 - 0.419 0..ll.30
0_.07 0.393 0.438 0.0950
1.205 0.419 0.1024
ll.45 0.437 _0.11､12
a= 7｣0b,β同上 ･0.0.5 0.337 0.434_ _0_1103
等温的に圧縮 したとき-d米 は体積 と共に単調に減少するが,融点に極大が現われる場合
にQj:,その体積範囲のところで d兼 の変化の仕方が急である｡ d羊 の実体的な意味につい
てはなお考察が必要であるが,この点は大変興味深い｡
セシウム等にみられる実際の現象 との関連を更に追 うこ ともまギ必要であろう. また,
一つの相の不安定の問題 と融解 との関係 を追求するのは,融解 を理解する上で欠けないが,
融点に極大がある場合はそれがより調べやすいので様ないかと思われる｡
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